
７月２２日 
１限は通常の授業に参加した後、２限は１１年生（日本でいう高校２年生）の日本語の授業に参加しました。 
授業では、４～５人のグループに市松の生徒が加わり、一緒に課題に取り組みました。今回のテーマは「オースト
ラリアと日本の学校生活の違い」です。 
 
比較した内容は、 
・時間割  
・校則  
・部活動 
の３つです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
活動では、 
・英語と日本語の両方を使って話す時間  
・日本語のみで話す時間  
・英語のみで話す時間 
が設けられ、お互いが普段使っている言語を教え合いながら交流を深めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



それぞれの国の学校生活の特徴や魅力を共有し、身近な異文化に触れることができる貴重な機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



その後は通常の授業に戻りました。５限には、１０年生（日本でいう高校１年生）を対象とした学年集会が行わ
れ、選択科目に関する説明会が開かれました。日本でも進路や履修選択に向けて同様の説明会が行われており、生
徒たちはオーストラリアとの共通点も感じているようでした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今夜がホストファミリーと過ごす最後の夜となります。各々、サンキューカードを渡したり、感謝の気持ちを込め
たメッセージを伝えたりしながら、これまでお世話になったホストファミリーとの時間を大切に過ごしました。 
最初は緊張した様子だった生徒たちも、この一週間で少しずつ打ち解け、日常会話や食事、さまざまな体験を通し
て多くの思い出を作ることができました。 
 
言葉や文化の違いに戸惑う場面もありましたが、それ以上に「伝えようとする気持ち」や「相手を理解しようとす
る姿勢」の大切さを実感した一週間となりました。 
 
ホストファミリーとの別れは寂しいものですが、この出会いと経験は、生徒たちにとってかけがえのない財産とな
ることでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



生徒Hの日記より 
Today was my last class at Coonan. 
I got a gift from my friend at school, and I'm so 
happy! 
I was so moved that everyone wanted me to say. 
I'm really sad that I won't be able to see you all 
anymore. 
 
I walked my buddy's dog in the park near my house with my buddy after school. 
Dinner was amazing and everything was delicious. 
I really enjoyed my days here because my buddy and the family were incredibly sweet and fun. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 


